
瀧
　

襯
鞭
鞭

●

マ
ル
ク
ス
氏
鯨

剰
債
値
説

・
評
論

・

我
邦

の
所
得
税

を
論
ず

●

奴
隷
制

と
賃
労
働
制

・

累
…進
税

の
根
糠

に
就

い
て

植
民
政
策
上
よ
り
親
た
ろ
委
任
統
治

・

小
作
制

と
小
作
法

肚
會

の
團
結

の
減
衰

・

・
」
・

海
運

に
於

け

る
競
争

と
濁
占

・

蕾
尾
張
藩
に
於
け
る
地
割
制
痒

二

財
産
視
と
国
富
統
計
…

開

城

簿

記

の
起

源

に
就

て

・

・

注
學
博
士

田

島

錦

治

法
學
博
士

瀬

戸

正

雄

法
學
博
士

河

上

筆

法
學
博
士

小

川

郷

太

郎

法
學
博
士

山

本

美

越

乃

法
學
博
士

河

田

嗣

即

実
學
士

高

田

保

馬

法
學

士

小

島

昌

太

郎

農
學
士

奥

田
…

或
-

注
學
士

汐

見

三

郎

」
藩

士

大

森

研

造



　

「

餐

制

ピ
募

働
制

第
茜

巻

・
(笙

號

五
入
)

・
.
.五
入　

　コ

一～

奴

隷

刮

ぐ
」

賃

勢

働

制

、

.

.

'

「

-
.

・

σ

・
.
.

河

上

肇

.

　鳳羅
縫

蕪

繭
鋪襲
野

蕎
舞

.へ鐸

擬搬

～形

に
於
て
賦
與
・
ら
れ
る
が
、
・
の
胎
児
は
母
讐

待

・
宛
・
、
其
馨

み
て
濫

の
馨

・
募

・
た
め

.に

吸
芒

て
難

ふ
。
そ
れ
は
塞

な
・
寄
生
虫
で
あ
っ
て
、
何
等
の
書

を
提
供
す

る
・
寒

し
に
・
募

窪

溜
。
必
要
費

料
を
、
他
人
か
ら
奪
っ
て
ゐ
・
の
で
あ
・
。
既
彙

暑

し
・
土
量

ち
て
か

ら
で
も
・
そ
の
最

初

量

摩

る
所
の
食
料
は
母
乳
で
・
つ
て
、
謹

援

馨

し
て
輩

の
た
養

料
供
給
の
道
具

こ
し
て
利
用

せ
ら
れ
る
。
新
標
に
し
・
子
供
霧

を
手
啓

し
て
利
用
す
・
機
雷

、
・
の
響

讐

猶
ほ
長

く
引
続
く
・
け

摯

、
も
此
の
如
・
場
合
は
、
親
が
募

を
子
供
の
生
活
の
護

手

・
こ

・
.拠

て
震

音

ら
の
目
的
を
窺　

一
す
・
の
で
め
・
か
ら
、
事
旨
.
藷

・
聾

、
真
庭
に
齋

の
必
箸

生
じ

な
い
・

.、

人
が
相
手
方
の
意
志
に
反
し
、
其
の
着
筆

馨

し
・
利
濯

や
を

す
藩

・
蓬

・
謂

の
必
要
を
筆

「る
.
さ
.フ
し
て
斯
か
る
張
製

、
鐸

上
の
・
・
…

、
贋
垂

會
・
行
・
れ
・
二

・
制
度
岳

定
・
た
も

の
を
、
極

。
て
大
↓
。
か
奨

励
す
れ
ば
、
嚢

製

ぴ
慕

制
の
二
蓼

な
す

・
系

出
来
る
・
私
は
今
・
こ
の

、

F



.

こ

つ
の
も
の

N
異

同

に

つ
き
、
そ
の
大
勝

を
考

へ
て
見

た
い
ご
思

ふ
の

で
あ

る
。

嘗

て

ワ

ン
ヵ
ー
ソ
は
　
『
「
の
階

級

が
他

の
階
級

に
向

っ
て
、

お
前

達
は
働

い
て
昔

ん
で
、

さ
う

し
て
バ

ソ
を
稼

一
げ
、
吾

々
は
其
れ

を
食

う
で

あ
ら
う

、

ε
言

っ
て
み

る
肚

會
は

↓
つ
の
奴
隷
肚

會

で
あ

る
」

ご
言

っ
た

ε
云

ふ
こ

ゼ

だ
が
、
斯
様
な
意
味

に
於
て
、
含

の
勢
働
誉

往
々
賃
銀
奴
隷

(
謹

?
。・厚

.・
)
憲

馨

ら
れ
る
・
し
か
し一

一
之

は
通
俗

の
用
語

で
、
學

問
上
奴
隷

・し
爾

せ
む
れ

る
も
の

は
、
も

つ
`
釈
義

の
も

の
で
め

る
。
"
『
産

業
制

度
ε
し

.

て

の
奴
隷
制
」
の
著

者
は
、
『
奴

隷

ε
は
他

の
人
の
財
産
叉

は
厨
有

物

で
め
り

、

さ
う

し
て
其

の
人

の
だ

め
に
働

く

一
べ
張

制
さ
れ
て
み
る
所
の
人
で
あ

・
、
ご
定
義

し
得

る
」

三

塁

て
る
る
。
含

の
定
書

從

注

、
奴
替

一
賃
勢

働
者

`
の
問

に
は
、
少

か
ら
ざ

る
異
同

が
あ

る
。

「

、

….

笙

に
、
奴
隷
は
他
人
の
所
有
物
で
あ
る
が
、
舞

働
蔭

何
人

に
よ
っ
て
も
所
有
さ
れ
て
は
み
な
い
・
奴
隷一

…
は
物
ε
し
て
の
人
で
あ
る
。
彼

は
其

の
主
人
ピ

一
定
の
關
係
の
下
に
生
活

し
て
み
て
も
、
そ
れ
は
牛
馬
が
其

の
所
.

有
者
ご

「
定
の
關
係
の
下
に
生
活
し
て
み
る
の
ε
同
じ
こ
ε
で
、
主
人
ご
共
に

一
の
肚
會
を
成
す
の
で
は
無

い
。

…
主
人
ξ
の
關
係
は
物
理
的
の
關
係
で
噛
肚
會
的
の
關
係
で
は
な

い
。
牛
馬
が
其

の
所
有
者
の
肚
會
の

一
員
で
な

い
.

…
ε
同
じ
や
う
に
、
奴
隷
は
其
の
主
人
の
砒
會
の

一
員
に
囑
し
な

い
。
肚
會
を
成
し
て
み
る
者
は
奴
隷

の
主
人
だ
け

…

…

三

奴
隷
醤

蓄

會
・
外
耗

は
る
『
外
器

物
艦
」
で
あ
る
・
・
か
る
昼

霧

者
ば
・
そ
の
届
書

…

,
奴
輩

募

働
制

窮

西

巻

(笙

號

五
九
)

・
尭

1)NieboeqSlaveryasanIndustrialSystem ,1910.P.8.

F
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一

粲

制
.、舞

働
制
.

第
+
馨

(笙

號

き

)

、
六
。

一
一

共

に
霧

を
成
す
.
彼
れ
の
雇
主
が
肚
會
・
頁

で
あ
嵩

・
や

-
に
・
彼
・
亦
・
長

倉
の

頁

で
あ
る
・

　
被

は
肚
雰

に
横
は
る
鍵

で
は
}

て
、
審

内
星

享

・
人
薯

・
め
…

の
黙
・
於
て
養

傷

者

一
は
奴
隷

ε
全

く
其

の
性
質

を
異

に
し
τ

み
る
。

℃

…
一
第
二
に
、
鐸

天

・
…

働
÷

響

れ
…

が
・
賃
蕩

喬

何
人

か
ら
も
斯
姦

製

.

壽

な
い
。
彼
。
生
涯

一
定
の
堅

の
下
で
働
魅

要
・
毫
も
無
・
。
厭
忌

へ
ば
・
甲
の
肇

雲

っ
て
乙
に

'

一
行
き
、
更
に
乙
を
見
棄

て
茜

・
循

も
畠

で
あ
・
。
の
み
念

吏

肇

を
求

め
三

定
の
蕩

に
就
く
も

就

か
ざ
る
も
、
・轡

て
手

自
由
で
あ
・
。
だ
か
ら
彼
は
「
白
墨

働
者
』
議

せ
ら
れ
る
・

　
斯
様
蓋

・
、
募

響

箇

堵

奴
隷
・
・
な
・
.
・
れ
ξ

禦

往
々
に
し
て
賃
援

隷
暴

せ
ら
る
Σ

一

露

は
、
多
く
の
黙
に
於
て
奴
隷
ε
類
似
・
性
質
・
有
す
・
か
・
・
・
…

笙

に
、
募

響

竈

人
に
向
つ
・
其
・
蕩

力
を
薯

。
彼
・
彼
れ
・
が
疹

ー

ド
罫

一

を

轟

…
め
に
。
て
賞
る
の
で
は
無
い
が
、
・
れ
患

い
享

ど

費
・
の
で
あ
…

倉

・
肚
會
で
は
・
吾
あ

生
落
に

.

必
琴

蓼

、
総
て
の
惣

費

・
』
5

ふ
形
式
・
・
つ
・
得
ら
れ

・
.
し
か
・
に
吾
々
は
・
惣

質
素

め
ぼ

…
之
を
買
。
に
必
要
養

金
を
ぱ
、
或
・
他
の
物
を
萱
ξ

い
・
ξ
.
・

・
つ
・
響

け
れ
ば
な
ら
氾
・
そ
れ
ゆ
へ

募

の
鶴

力
の
外
、
費
・
べ
・
霧

を
も
有
盗

難
薯

は
、
そ
の
生
計
を
難

ず
る
が
た
め
晃

づ
募

の



脇

方
を
薯

.覧
ε
に
.よ
っ
て
、
募

響

・
・
　

け
れ
ば
響

な
・
…

う
が
劣

商
品
の
撃

蓮

つ

「て
、
蕩

力
の
撃

は
、
募

鼻

貸

手
の
支
配
の
下
愚

し
な
け
れ
ば
な
清畠

・
何
整

い
ふ
に
・
劣

商

ミ

で

も

..磯

募

の
か
ら
だ
ご
軈

て
存
在
し
て
ゐ
・
も
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
他
人
量

れ
ば

・
其
の
物
が
募

の
支
配

一
が

ら
離
れ
て
他
人
の
支
配
に
厨
す
る
に
至
る
だ
け
で
め
る
が
、
勢
働
力
ε
い
ふ
も
の
は
人
間

の
か
ひ
.ガ

の
働
き
で

一
万

る
か
・
、
孟

・
ガ
与

か
・
離
・
・
費
・
響

行
か
・
・
の
で
…

即
ち
募

の
蕩

力
を
著

て
そ
れ

嘘

人
の
支
配
に
締
せ
し
め
た
な
ら
ば
、
・
の
亨

付
け
募

働
力
を
震

す
・
習

は
・
同
時
に
募

の
ぢ

㍉
福
憶

買
主
。
支
配
。
下
に
辱

、
・
・
け
れ
ば
爲
島

の
で
あ
・
。
だ
か
・
蕩

力
・
費
・
・
遽

一
難

「ら
だ
齧

る
..毛

あ
・
。
生
涯
三
日
う

て
、
い
穿

の
全
部
姦

・
の
で
は
無
い
が
醸

谿

間
に
亘
り

一
定

琢

働
・
肇

す
・
鷺

内
だ
け
の
翻

ぎ

切
・
要

す
・
の
で
あ
・
。
砦

黙
・
於
三

奴
替

募

働
者

島

異
同
は
、
家
屋
の
婆

箕

の
賃
貸
借
あ

異
同
豪

し
い
。
塵

を
費

る
の
は
家
屋
の
讐

費
る
の
で
あ

.

り
、
家
屋
を
暮

す
る
の
は
塵

の
用
を
費
・
の
で
あ
・
。
し
か
・
豪

屋
の
用
を
要

が
た
め
に
は
・
吾
々
は
.

.

蒔

そ
の
家
屋
そ
の
も
の
を
ぱ
、
之
が
用
の
塁

の
支
雫

に
委
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
家
屋
を
借

り
た
る
も

…
の
は
、
・
の
借
彫

る
期
間
丙
養

・
、
當
該
家
屋
・
蒔

的
所
薯

・
・

…

れ
高

℃
や
う
に
・
奴
謬

…
其
の
讐

買
・
れ
た
・
の
で
曽

、
募

響

は
其
の
用
を
買
は
れ
薯

で
匁

芸

ふ
だ
け
の
養

あ
る
が
・

し

か
し
磐

離
れ
て
用
の
み
淫

す
・
ξ

は
み

・
饗

い
か
ら
、
鶴

力
の
買
主
は
・
蕩

力
の
所
有
蒼

い

緩

制
ε
賃
欝

制

第
+
四
巻

(第
.霧

六
ひ

.

さ

■



購
鵜
　　難

業
苧鰭

聾
　

「

.、
の
事
。
ら
委

の
事
が
生
ま
れ
る
。
既
に
述

葦

・
・
、
奴
隷
播

人
に
よ

・
て
所
有
せ
ら

る
毫

あ

　
。
て
、
馨

の

頁

で
は
な
い
が
、
・て
れ
高

・
理
・
・
・

…

募

響

は
其
の
蕩

力
を
賣
る
こ
ご
に
よ

藻

縫

縮

嬬
翫
則躰

難
篶

鞭

麓
囎鞍

護

ご
な

る
、
.こ
で
・の
る
.
奴
隷
は

歪

を
通
じ
・
此

・
如
享

馨

し
て
の
窪

を
掌

る
遍

ぎ
な

い
.
」
さ

一.フ
し
て
寡

響

も
、
亭
、の
賃
霧

秀

・
幕

・
於
…

肇

の
た
盤

な
る
手
啓

し
て
の
存
在

を
有
す

.

、
に
過
ぎ
な
い
.
。
。
ら
彼
は
寡

髪

た
・
霧

於
・
・
、
.吉
ひ
繋

れ
ば
・
そ
の
徒
事
す

る
肇

羅

管

鑓

謬

躍
灘
姻欝

欝
辮

…
空
然
そ
の
巻

の
外
に
横
は
る
外
界
の
鍵

・
　

雲

蕪

・
於
…

の
會
肚
薦

す
る
犠

や
原
料
高

.

じ
。
あ
る
.
所
謂
肇

、
治
の
主
張
は
、
募

勧
業

人
格
書

し
て
縫

原
難

　

別
種
の
取
扱
を
受
け
ん

㌧

■



飯軽

難

隠
縫

礎
難

醜嚢

鯵

建
蟹

騙
矧

灘
鐸
響

鞭
離

礁
鷺

繕
灘
編

…桶　灘

誠議
　曝

讐

顯

蔀

欝
諮
猿
b麹
藪
鉦
籍

讐

・

藍

霧

難
欝

翻
懲簾
舞
韓

琴

鉾

」。
あ
縫

醗

。
た
め
に
、
此
等
の
仕
事
が
濟
ん
だ
壁

第縫

群

居
罐

に
耀

床
・
滲

,



到
る畷
騒

ズ

仕
　

ん
　

食
卓
に於
砲
藻

星
縫
㌔

　

於
て
.

駕

、
黄

・
彼
れ
・
生
漿

始
ま
・
.…

で
彼
は
他
人
か
ら
道
具
ご
し
て

取
扱
ぎ

蟹

ρ　

　

　
一
か
ら
出
て
、
他
人
ε
馨

・
交
通
・
爲
・
得
・

・
　

…
　

　

　

に
這
入

り
得
る
・

要
す
る
に
・
奴
謹

生
涯
に
「日[つ
て
彼
旨

身
・
生
活
・
有
・
饗

が
・
舞

働
糞

彼
替

身
の
生
参

看
ち
得
な
い
の
は
、
そ
.
叫

募

鯉

間
内
・
限
ら
れ
・
.
蓑

三

定
・
相
違
が
あ
・
・
茎

定
の
蓋

性
が
あ

る
.

温
の

砦

　

　

・
　

む
・
元
　

の
手
　

　

た
る

も
の
　

　

　

献
し
て
鮎

,
の
塵

の
輩

に
つ
。
て
馨

の
纒
利
を
有
せ
ざ

・
も
の
で
あ
・
.
・
・
ぱ
撃

・
肥
料
・
如
何
磐

・
生

㎞

薩

長

献
し
た
か
ら
ξ
て
、
・
の
舞

さ
れ
た
霧

雪

配
最

・
・
こ
藷

來
…
.

人
霧

の
生
奮

樹

奪
纏
縫

馨

糞

融劒麺

甥
認
舞

鱗

韓
紅驚

蝋

　
に
封
。
て
其
の
人
参

認
め
・
・
か
ら
1

葦

・
も
・
醤

募

・
す

る
仕
事
の
手
筆

あ
造

具
で
あ
を

鶴　

　
ロ

毒

し
て
み
る
か
、
一

釜

は
募

だ
け
が
ξ

饗

2

の
で
あ
ぎ

・
・
他
・
例
・
取
れ
ば
・
吾
々
が

櫨

庭

を
撮
る
場
合
。
も
、
葦

機
の
力
を
借
り
な
け
れ
ば
・
ら
隠
し
、
太
陽
・
光
線
・
力
・
借
　

れ
ば
　
.

豊

、

一
。
の
だ
が
、
し
か
し
五
口
々
は
、
.、
の
葦

・
募

ズ

で
撮

っ
た
三

・
つ
て
・
髭

撃

太
陽

三

智

作
っ
た

助

●



.ご
馨

口
。
。
。
.。
し
か
し
若

、
誰

か
他
人
の
助

力
を
乞
-
各

ら
・
、
・
・
腫
.
自
分

天

で
作

っ
た
垂

ほ

穿

な
る
。
う
れ

は
其
の
他
人
・貿
;

・
人
警

告

倣
・
て
る
・
か
・
・
あ
・
ザ
潔

な
澤
で
・
自
,費

拝
の

看

は
れ
て
る
る
民
族
・
間
・
は
.、
様

々
・
自
然
を
聖

者

へ
之
・
人
箆

・
て
饗

・
て
る
る
か
ら
・

噌
定
の
澱

蓼

謹

し
。
む
、
募

天

芝

を
羨

し
を

は
考

へ
・
・
.
.い
ろ

一

幕

・
の
協
力
に
よ
っ
て
之
を
生

一
座

し
得
・
竃
考

・
る
.
だ
か
無

様
・
場
倉

は
、
・
・
生
霧

2

・
・
割
い
て
・
摯

の
塑

に
供

へ
る
ご

=
琴

、
。
が
行
。
れ
る
.
帥
ち
砦

給

々
は
人
薯

乞

・
生
霧

雪

配
・
興
る
の
で
あ
る
・
写

る
星

濡

の
舘

に
興
る
幕

を
享

・
者
・
、
譲

暴

加
・
た
人
薯

の
み
で
・
つ
て
・
如
笹

生
再

議

し

。
も
、
釜

の
手
磐

、
道
暑

・
も

の
は
、
之
が
分
配
眞

・
幕

を
有
レ
辞

の
で
あ
る
・
ε
こ
ろ
が
前

々

が

、
　日
ふ
や
,
に
、
奴
隷

・
人
肇

認

・
ら
れ
・
三

・
の
墨

で
あ

・
.
だ
か
ら
彼
・
・
家
畜
や
原
粋
や
道
具
・

ご
同
、
や
.フ
。
、
生
霧

雰

配
に
興

る
幕

を
有
ち
得
な
・
の
だ
が
、

そ
の
藻

・
於
て
は
・
舞

働
誉

亦

「た
生
霧

の
詫

に
興
る
簾

を
有
…

尊

　

.
響

遭

「募

働
者
・
其
の
肇

か
鼻

箏

母

み
る
、
あ

餐

齢

・
金

物
雰

配
だ
』
吾

ふ
人
・
あ
ら
・・
が
・
漢

書

へ
ば
・
餐

は
決
し
て

噛

華

響

箕

の
塞

の
賛

に
與
・
所
以
・
・
の
で
.無

・
。
讐

・
所
謂
土
嚢

2

部
を
成
す
お

で

「あ
っ
て
、
生
産
・
賛

か
呈

露

を
蓄

・
て
淺

つ
蘇

・
所
謂
潔

の
一
部

・
孕

る
も
の
で
は
無
い
よ

」
つ
し
て
藻

な
生
塞

は
多
く
の
集

手
華

道
・
・
蓋

　

の
で
あ
・
・
例

へ
ば
牛
馬
こ
い
ふ
家
書
は
;

奴
隷
割

ミ
賃
夢
働
制

第

十
四
巻
.

(第

「
號

六

五
)

六
五

,
.

9



…
奴
隷
制
ご
貸
労
働
制

華

・
貴

舞

糞

)

杢
ハ

.

の
生
産

手
段

で
あ
・
が
、

し
か
し
生
.物

で
あ

・

か
ら

・

そ
の
生
存

の
た

め
に
は

・

一
定
の
生
妻

料
を
必
要
手

,

「る
。
。
か
、
其
の
使
響

は
之
に
向

・
て
韓

・
給
す
・
必
要
這

　

れ
…
.

れ
・
も
牛
馬
が
斯
か
る
飼
料

一

権

て
る
る
か
、
ご
云
っ
て
、
・
の
牛
馬
碕

主
異

星

霜

・
盆

曇

て
る
る
暑

徹
す
も
の
は
奮

「、

い
.
。
れ
ご
同
,
や
・フ
に
、
奴
隷
も
亦
・
生
物
で
あ
.・
か
・
、
」
定
・
薪

窶

す

る
・
さ
う
し
異

の
食
料

は
響

奴
隷
。
天

。
供
華

る
所
で
あ
・
書

、
・
の
黙
か

ら
言
へ
ば
・
暁
星

ク
ス
の
指
摘
し
た
や
う
に

一

緩

の
護

黎

禁

天

・
所
有
・
寧

・
の
で
は
鉦
・よ

・

一
部
は
必
然

的
に
奴
隷
に
返

へ
さ
れ
る
.
け

れ
,、、も
是
が
た
め
に
、
奴
隷
・
以
て
生
霧

雲

配
長

・
て

窒

霞

・
霞

・
る
ま
い
・
募

働
者
奮

謬

得
て
み
る
の
も
、
・
れ
ご
傘

同
じ
こ
毛

　

.
募

響

・
・
鳶

高

・
や
う
に
斐

奴
替

同
じ

　
一
や
.フ
に
、

肩

の
生
物
こ
し
て

霧

生
浩
轟

・
要
す

・
.
・
・
し
・
砦

必
馨

る
「
理

が
・
奎

に
よ

一
一

.り
支
辨
・
れ
て
生
震

の
項

目
を
減
す
の
で

・
・
.
そ
れ
量

産
晃

っ
て
娶

る
べ
き
　
　　

の
も

の
で
る
　

窪

。
苧

し
嚢

そ
・
彙

を
分
配
さ
れ
・
の
で
錘

・
.
だ
か
・
所
竪

響

は
企
業
の
危
険
を
負
攣

る

…才、
稠
さ
れ
て
る
る
.
所
謂

N
.口

・。斥
・讐
p
…

に
向

・
て
所
定
・
利
子
・
轟

・
・
養

鶴

者
に
向

っ
て
所
定
の
勢

慧

轄

灘
繰
鰭

脇
矧舗
㌫
鞍

誌

鞍

櫃蹟

「に
、
非
常
な
賭
を
し
て
も
、
・
馨

勢
働
誉

分
配
…

で
・
皆
募

の
懊

に
入
れ
て
華

.
斯
様
に
し

.

■

、



一
皿
て
彼
。

憂

。
霧

を
負
挙

る
代
聾

し
・
、
薯

権
利

を
主
張
す
・
の
で
あ
る
・一

管

き
夫
妻

の
出

.

る
.、
昌

企
薯

の
霧

の
不
履
行
を
謹
明
す

・
み

の
で
、
霧

羅

の
塗
讐

ら
見
・
・
そ
れ
は
企
磐

の
擢

」利
。
嚢

案

響

誉

、
妄

票

す
・
。一

要
す
・
・
、募

働
黍

募

働
発

し
て
落

し
て
み
る
限

「り
に
於
。
は
、
彼
。
生
産
の
彙

雰

配
・
嬰

得
・
も
の
で
・
無
・
..
只
禦

之
・
よ
つ
王

定
の
讐

を
得

強

罪

退
い
て
饗

界
に
入
る
時
、
彼
・
碁

餐

を
毒

す
・
・
窪

よ
・
三

所
謂
審

所
得
雰

配
に

.

異
る
ξ

が
出
來
る
.
此

の
黙
か
ら
考

へ
て
・
、
饗

界
量

産
界
昆

べ
て
・
ポ

デ

モ
ク
ラ
チ
ッ
ク
で
あ
b
、

「。
。
...。
。.、卯
浄
・。く
..。
帥
.・コ…

の
行

・
れ
…

藷

が

ボ

廣

・
馨

…

奴
隷

は
生
産

界
・
清
算

を
通
じ
膏
.

　て
生
産
・
董

の
盆

眞

・
得
・
馨

・
有
蓋

が
・
寡

響

が
生
産

の
結
果

の
分
配
に
與
b
得
な
い
の
は

只
生
産
界
.。
限
ら
れ
て
み
る
。
蓋

長

、

一
定
の
相
違
が
あ
気

同
時
三

定
の
蓋

性
が
あ
る
・

.

「

望

述

べ
た
る
所
。
疲

藩

他
人

に
よ
っ
て
所
享

・
る
妊

産
・
あ
　

募

働
者

も
成
る
藻

に
於
て

.

。
矢
張
b
募

姜

つ
三

る
者
で
あ
・
、
芸

垂

か
・
生
す

・
所

の
三

三
豊

門同
に
つ
い
て
の
所
見
で

あ

、
が
、
第
二
に
、
之
か
ら
聾

・
.,
ご
思
ふ
所
・
、

■袈

・
働
-

べ
血

制
・
れ
て
る
る
者
だ
藷

は
れ
・
之
に

反
、
、
募

響

。
「
自
暴

響

」
ご
響

ら
れ
て
る

・
が
、
・
の
舞

上
の
糞

は
・
此
等
の
言
葉
が
現
は
し

.

て
る

る
ほ
ご
其

れ
ほ
こ
著

し

い
も
の

か
伺
う

か
ご
云
ふ
黙

で
あ

る
。

奴
蔚

ε
舞

働
制

筆

四
巻

(璽
.

號

↓
.・七
)

六
.七

」

、

■



　
　
　
ピ
　
タ
　
　

あ
や
　
　

　

　

ま
さ

　
ス

一
奴
謬

強
制
的
に
欝

に
服
せ
し
・
ら
れ
つ
島

・
者
で
あ
・
・
し
か

る
に
需

に
は
暴
力
を
必
要
手

る
.

嘉

ら
暴
君

組
織
化
・
れ
・
所
・
　

れ
ば
、
羅

製

+
・
・
窪

を
な
し
得

な
い
・
羅

な
狩
猟
震

及

…
ぴ
蕩

震

の
間
に
奴
蕎

・
掌

・
も
の
の
少
・
・
ポ

、

;

・
量

産
・
技
禦

ま
だ
羅

で
あ
っ
て
・

….

天

。
蕩

に
・
。
て
二
人
以
上
・
主
要

料
一

節
為

馨

物
f

を
生
産
す
る
の
飴
地
暫

く

從
て
奴

…
隷
を
養

。
て
も
葦

は

、一。
・
、.
。
.・ず
ゴ
…

∂
・
・

(食
…

置
舟

・

の
値
打

が
な

い
)
蕊

ふ

こ
ご
に
も
原
因
す

一
る
で
あ
ら
.フ
が
、
峯

つ
・
は
、
馨

が
慶
大
な
媛

・
亘
っ

て
食
料
藻

率

ゐ
必
要
量

ま
ら
れ
て
を

結

凍

、大
。
る
部
落
を
蔑

す
・
・
系

崇

す
、強
制
的
制
度
・
・
奴
隷
制
羅

持
す
る
に
必
要
な
だ
け
の
組
欝

}暴
力
を
敏
ぐ
こ
。
に
も
噛

し
て
み
る
.
幼
稚
な
る
種
族
が
漆

群
養

・
得
・
・
嚢

ぴ
理
　

奮

著

人
類
原
始
。
生
活
」
・
第
四
章
『人
類
原
始
駐

窟

禮
」
・
於
・
述

・
て
欝

た
導

で
あ
る
・
土
地
是

住
.

繊
騰
綾
織

灘}鎌

灘

　難
　塀
職　

農

選

、
主
人
の
牟

る
所
の

[
定
の
仕
事
に
肇

す
・
傷

者
な
の
で
あ
る
・

の
う

…の殿
篇

鐸

難

慧
飢撫

鱗

鞭

鐸

難

鉦職
」
.
蹴

■



一
一
う
に
自
書

身
,
他
人
に
よ

っ
て
所
有

・
れ
て
る

・
の
で
・
無

・
、
・
…

馨

・
募

の
蕩

力
を
物
化
す

・

…。
き
生
撃

殺
を
絶
奇

よ

。
て
所
有

さ
・
て
る

・
の
で
・
・
.

「
定
・
蕩

…

て

一
定
・
物
を
蓋

・
や

…

.フ
ご
云
。
が
た
め
。
は
、
原
料
、
道
具
、
簾

等
、
所
謂
羨

・
手
撃

必
要
手

る
・
此
葦

生
撃

殺
な
く

て

て
、
。
.赤
手
峯

『
以
て
、
物
・
生
産
・
や
と

し
て
・
.
・
れ
端

理
・

呆

可
能
で
あ

る
ピ

」
う
が
鉦
…

　

薯

は
新
標
な
華

段
・ぞ
有
方
な
い
.
だ
か
ら
彼
は
其
・
勢
望

定
・
確

禮
化
・
・
貨
物

・
形
・
青

毛

め
逐

。
災

に
費
る
,、
疹

暴

辞

.
從
・
養

蕩

力
・
の
・
・
姦

・
よ
轟

・
・
生
活
の
方
法

著

し
な
。
.
響

何
れ
の
堅

・
撃

も
其
の
畠

碁

・
が
・
・
か
・
何
れ
か
の
雇
主
に
就
か

な
け
れ
窪

嘉

ご
云
ふ
強
制
遵

・
て
・
る
の
・
あ
・
。
波

銭

・

天

の
主
人
暴

・
警

れ
て
る
る
の
で
は
な
い
げ

れ
ご、も
馨

の
階
墓

難

生
肇

・
を
所
有
す
る
階
級
繋

れ
・
　

.
鎖
縫

か
れ
・
・
喬

醤

内

}

に
入
れ
ら
れ
て
ゐ
・
や
皐

あ

で
、
麗

か
・
雇
主
・
求

め
て
・
募

自
身
・
舞

働
書

し
な
け
れ
ば
・
生
.

聴

道
は
な
.
の
で
あ
る
.

天

の
天

・
祭

れ
て
泉

・
芸

蕪

・
於
て
一

所
謂
居
住
轟

の
自
由
・

聖

舞

・
畠

を
有
す
・
三
姦

・
於
・
一

役
鍍

勢

有
・
ざ
る
自
由
を
孕

る
・
け
れ
こ
も
所
募

…

働

者
こ
な
ら
ざ
・
を
難

い
三

頁

黙
・
於
・
、
依
馨

し
三

種
の
強
制

を
受
け
て
み
る
・

含

の
強
制
の
査

を
吟
味
…

姦

、
募

響

・
所
習

由
・
霧

を
理
攣

る
た
め
に
・
最
も
必
要

磐

、
・
で
あ
る
。
私
は
運

其
れ
を
非
御

酌
需

茗

づ
咳

之
を
難

鮮
需

孟

捌
し
や
忽

思
ふ
.
ざ

奴
隷

制
ミ
賃
労
働
制

第
+
四
.巻

(第

誘

六
九
)

莞

■



…
奴
藩

・、募

鋼

、

第
+
・
巻

(笙

號

七
9

七
9

隔
フ
し
て
此
の
種
の
非
人
格
膿

鯉

、
蕃

霧

の
生
存
・
必
要
な
金

手
肇

霧

一
部
の
羅

の
響

に
.蹄

書

警

、
何
肇

も
其
の
響

か
・
外
れ
…

階
級
の
人
・
の
吉

、
力
撃

働
く
も
の
で
あ
な
・
禽

に

」土
地
を
以
至

要
の
生
肇

馨

し
て
る
農

養

族
・
つ
・
て
之
霧

へ
て
見
る
の
に
・合

が
ま
だ
稀
薄
で
・

　
何
人
の
利
用
に
も
厨
し
な

い
土
地
が
其
の
肚
會

に
残
存
し
て
み
る
場
合
は
.
荷

く
も
夢
働
能
力
を
有
す
る
者
は
、

一畠

に
華

の
土
地
を
利
用
す
・
・
三

　

、
璽

・
て
其
・
主
要

料
笙

産
す
る
こ
ご
蓄

乗
る
鐸

か

.

ら
成
人
が
他
人
の
剰
蝕
労
働
を
吸
牧
し
ゃ
う

ε
す
れ
ば
、
暴
力
的
の
強
制

に
よ
っ
て
他
人
を
自
分
に
隷
㈱

せ
し
め

…
て
置
く
必
要
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
で
他
人
を
自
分
の
財
産
こ
す

る
所

の
奴
隷
制
度
L

他
人
を
自
分
の
家
郷

ご
す

る
所

の
農
奴
制
度
・
此
の
勲
で
は
同
・
・
毛

あ
・
f

が
起

つ
泰

・
の
で
あ
を
・
し

か
る
に
既

昊

下
の
土

珂

が
網
・
何
人
か
の
占
有
爵

・
て
仕
讐

な
ら
ば
、
此

の
如
・
土
地
の
昏

か
ら
離
穿

み
る
人
間
は
・
必
ず

議

所
薯

に
募

・
蕩

力
畜

・
異

星

活
蓑

・
得
・
の
盆

箏

怒

か
・
・
-土
地
所
薯

窒

[。
.

へ
ば
、
特
定
の
人
間
を
自
分
の
財
産

・し
し
て
所
有

し
、
又
は
自
分
の
家
家
こ
し
て
自
分
の
土
地

に
縛

り
付
け
て
置

か
な
く
ご
も
、
何
時
で
も
他
人
の
勢
働
を
利
用
す

る
こ
ご
が
出
來
る
。
帥
ち
奴
隷
叉
は
農
奴
の
必
要

が
無

く
な
る

の
で
、
彼
等
は
擬

せ
ら
れ
て
所
書

由
毒

・
。
け
れ
ざ
も
彼
葉

書

上
畠

を
得

る
,、差

に
爲

つ
た
の
は

…
實
は
彼
等
が
純
濟
的
に
其
の
自
由
を
失

つ
π
爲
め
で
あ
る
。
だ
か
ら
彼
等
は
た
ε
ひ
居
住
移
韓
の
自
由
を
得
、
職

…
業
選
揮
の
自
由
を
得
π
`
は
云

へ
、
窮
極
は
何
庭
か

へ
行

っ
て
賃
勢
働
者

に
な
ら
な
げ
れ
ば
な

ら
な

い
。
即
ち
自

,



廟
鹸
隷
鍵

鰐

麗
靴麺

暴
鑑
轡
鰭

～法
律
制
度
の
上
で
は
、
.名
目
上
聰
て
の
人
　

髪

・
て
・
紹
て
の
人
が
霧

の
婁

受
　

居
る
け
れ
ご

、　
軽

羅

鍬

脱
脂
鍛
鑛

嚴
存
し
、
肚
會
の
毒
の
者
が
他
・
書

分
妻

…
　
以
上
は
土
地
が
主
要
な
る
生
産
手
繁

・
て
・
・
誓

つ
・
垂

　

が
・

そ
れ
量

地
　

享

一

耀

総
轄

霧
鐘㍑讐

雛

難

講
ぱ聯

鞭

購
攣

雛

僧墜.難

嘱難
編

諭

「生
活
資
料
を
得
る
-
b
外
に
方
法
が
　

.
だ
か
　

萎

裏
家

・
　

　

其
の
　

提
供

糊

3

る
臼
歯
人
が
み
る
.
從
て
董

で
は
太
し
・
奴
勢

霧

接

用
・
れ
・
い
・。」
倉

の
藪

で
は
、
所
謂
㌃

…
本
1

機
械
及
び
其
れ
を
運
轄
す
る
に
必
饗

資
↑

が
萎

覆

・
響

に
鵬
・
て
る
る
・
ξ

貧

㎞

一
の
答

に
も
奴
隷
の
必
要
は
な
い
、
・
の
芽

、
「畠

書

つ
嚢

」
`
し
て
賃
欝

者
が
窪

し
て

る
る
.

姻

奴
隷
制
ご
賃
労
働
制

筆

四
巻

(笙

號

主

)

七
.二



㌫
鱗
擁
鐸

鑑
加霧
麓

鵜

…
一
の
某

家
に
蒼

し
て
は
…

が
、
某

舞

磐

麟

・
て
る
る
の
で
あ
る
・」

繰
繋
灘

蝶
難

辮
撫
薫

,



9

葎

の
畠

を
享

・
.
蓬

に

「
定
の
催

が
曽

、
峯

定
・
蓋

禁

あ
る
・

何
人
も
他
人
の
生
活
の
護

ε
さ
れ
…

・
}

、
、何
人
・
努

・
強
制
・
受
く
…

峯

く
・

「
切
の
人
が

.

募

自
身
の
た
め
星

き
、

一
切
の
人
が
共
同
の
易

を
實
現
す

・
募

其
の
自
由
悪

果

つ
い
面

疑

る

嚇

の
馨

、
・
・

。
ω・=
ポ
・・
切.・
.
浮

嚢

…

.
奴

塾

生
釜

・
て

・
…

　

垂

・羨

の
下
に
置
か
れ
・

舞

働
霞

百

の
中
、
謹

・

・q
国
。・、'、…

鋤
嘉

の
下
・
繋

れ
、
雀

は

・
　

・・ω曇

彗

帥
嘉

の
下

.

に
置
か
れ
て
宏

.

、厨

の
蕩

護

身
曇

・・藝

・・　
運

旦
・あ

下
・

暴

壽

肋垂

.
暴

成
す
に
至

る

の
日
は
、
前
途
猛
ほ
遼
遠
で
あ
る
。

,
.

'

、

奴
隷
制
ミ
賃
勢
働
制

.

」

一

第
+
思

■
.

(第

一
號

七
三
)

七
三

、

■
」

P


